
【導入】 
「​なんで仕事をやめたんだろう​」 
 
育児負担を理由に仕事を諦めた、一人の女性。 
私にとって最も身近な存在である、母が漏らした言葉です。 
 
なぜ仕事を諦めなくてはならなかったのか？ 
 
それは、育休取得後に突如として立ちはだかった 
「育児と仕事の両立」という高い壁。 
 
女性に大きく偏った育児負担。 
でも変わることはない、日々の仕事量。 
 
母は、この高い壁を前に「育児と仕事の両立」という道を諦めなければならなかったので

す。 
 
本弁論では、働く女性たちが「育児と仕事の両立」をするうえで生じる課題を指摘し、その

解決を訴えます！ 
 
【現状】 
女性が思い描く理想の人生設計は、時代とともに変化しつつあります。 
30年ほど前、「出産、育児を経ても、働き続けたい」と望む女性は、4割程度しかいません
でした。 
それが今では、9割もの女性が出産後も働き続けることを望んでいるのです。 
 
しかし、出産後も女性が働き続けるにあたり、彼女たちに重い育児負担がのしかかります。 
実際に、男性の育児時間が1日平均1時間であるのに対し、 
女性の育児時間は8時間にも上ります。 
 
そのため、育児を担わなければならない女性は仕事の道を諦めざるを得ません。 
育児負担を理由に自らの仕事を辞めてしまっている人は、年間約５万人。 
多くの女性が、育児と仕事を両立することができていないのです。 
 
では、なぜ育児と仕事を両立させるのが難しいのでしょうか。 
それは端的に、政府による育児と仕事の両立支援が十分ではないからです。 
順にご説明します。 
まず、育児負担をサポートする政策は存在し、 
その代表的なものが、育児休暇制度、いわゆる育休です。 
これは、子供を育てるために最大1年2か月の休暇を取ることのできる制度です。 
現在、仕事をする女性の約8割が利用しており、育休中は仕事のことを気にせず、育児に専
念できるのです。 
 
しかし、ここで問題となるのは、育休の期間を終えた「後」の話です。 
育休からの復帰後、なんと４人に１人が、育児の負担を理由にして仕事をやめてしまってい

るのです。 



 
なぜ育休を取得したのにもかかわらず、離職にいたってしまうのでしょうか？ 
 
育休はもちろん、一時的には育児の負担を緩和します。 
しかしそれは、育休期間のみに限られたものです。 
そのため、育休の利用もむなしく、職場を離れざるを得なくなってしまうのです。 
 
それでは、育休取得後に利用できるものはないのでしょうか。 
まず、保育園の利用が考えられるでしょう。 
 
子どもを保育園に預けることで、育児負担はある程度解消されます。 
しかし​保育園等を利用したとしても、子どもが小学校に入学する6歳までは、多くの育児時
間が必要になります。 
実際に、​6歳未満の子どもを持つ女性の7割が育児負担を感じており、 
特に大きい負担として、「仕事後に子供を保育園に迎えに行くこと」を挙げています。 
 
仕事の終業時間と子どもを迎えに行く時間がかぶってしまうため、 
仕事に行きつつ子どもを迎えに行くことは、難しいのです。 
 
例えば 
仕事が伸びてしまえば、子どもを迎えに行くことが出来ない。 
子どもが体調を崩した時も迎えに行けない・・・ 
 
そこで仕事の終業時間と子どもを迎えに行く時間が被らないようにしなければならないので

す。 
 
このような母親たちを支援するための制度として、短時間勤務制度が挙げられます。 
短時間勤務制度とは、就業時間を最大6時間とし、それによって生まれた時間を育児に充て
るためのものです。 
 
この制度を利用しながら働くことで、大きな負担となっている子どもの送迎時間を気にする

必要はなくなります。 
 
実際に、厚生労働省の調査では 
「短時間勤務制度を使うことで、子育てに安心して取り組むことができた」と 
6割の女性が回答しています。 
 
つまり、短時間勤務制度を利用することで、子どもの送迎時間の負担が解消され、育児も仕

事も安心して取り組むことが出来るのです。 
 
しかし、この制度には一つの欠陥が存在します。 
それは、職場における使いにくさです。 
事実、この制度の利用率は2割にも達していません。 
女性達は、育休で休んだ上にさらに周りに負担をかけることに対して、職場に負い目を感じ

てしまうのです。 



実際に、この制度を利用できない理由として、8割の女性が周囲への負い目を挙げていま
す。 
 
以上をまとめると、女性が育児と仕事を両立するための制度は十分に整っておらず、その結

果多くの女性は仕事を諦めてしまうのです。 
 
【問題点】 
「ここまで頑張ってきた仕事。続けられていればどうなってたんだろう」という母の言葉。 
こんな割り切れない気持ちを胸に、多くの女性たちがそれまでのキャリアを手放しているの

です。 
 
（間） 
 
働くということは女性たちにとって、 
日々の目標であり、 
自分を成長させるものであり… 
そして、生きがいそのものです。 
働くことは１人１人にとって、かけがえのないものなのです！ 
 
一方で、子供を産み、育てるということも、女性に多くの喜びや楽しみをもたらす、失い難

いものでしょう。 
 
つまり、育児負担を理由に苦しい選択を迫られ、不本意にも、仕事を諦めるしかないので

す。 
 
育児と仕事の両立を支援する制度が整っていれば・・・！ 
女性たちの前に立ちはだかる「両立」の壁を、越えることができていたのです。 
 
【理念】 
私の理想は、働き続けたいと望む女性が、育児をしながらでも、働き続けることが出来る社

会です。 
 
育休後に待ち受ける、育児と仕事の両立という壁。 
これを乗り越えられるような制度を確立しなければなりません。 
 
それによって、女性達が働くことを諦めることがない。 
そんな社会を実現したいのです。 
 
【原因】 
ではなぜ、育児と仕事を両立するうえで欠かせない短時間勤務制度が、 
利用しにくいのでしょうか。 
 
それは、短時間勤務制度を利用したときに、業務を職場の中だけで補うことが困難だからで

す。 
つまり、短時間勤務制度を利用することによって、労働力が減少し、その分、周囲にしわ寄

せがいってしまうのです。 



そのため、企業としても、経営面から制度の利用を促進することは困難です。 
結果的に、社内にも、育児支援を積極的に運用する雰囲気は形成されません。 
 
実際に制度の利用が進まない理由として、８割の企業が 
「短時間勤務者の周りの従業員の業務負担が増えるため」と、回答しています。 
 
つまり、短時間勤務制度の利用を促進するためには、制度利用者の分の労働力を外部から補

うことが必要なのです！ 
 
【プラン】 
そこで私は1点のプランを提案します。 
それは「短時間勤務 代替職員制度」の導入です。 
 
「短時間勤務 代替職員制度」とは、短時間勤務制度を利用することによって生じる、労働
力の穴を補填する制度です。 
 
詳しくご説明します。 
 
まず、制度を担う代替要員を確保します。 
 
この代替要員については、就労意欲がある退職後の65歳以上と、派遣社員を用いることと
します。 
前者の定年退職した人は、約300万人。 
後者の派遣社員は約120万人いることがわかっています。 
 
次に、女性が短時間勤務制度を利用した場合、企業は国に、代替職員の補充を申請をしま

す。 
 
その申請に応じて、代替職員が、短時間勤務をしている従業員の分の業務を担います。 
企業は労働力の穴を補うことができます。 
 
そうすることによって、仕事と育児の両立を望む女性が短時間勤務制度を利用しやすくなる

のです。 
 
この制度の活用により、企業は短期間勤務制度によって生まれた労働力の穴を埋めることが

できます。 
そうすれば！短時間勤務制度の利用者は制度を利用する際の負い目を感じる必要がなくなる

ため、この制度自体を積極的に利用できるようになるのです。 
 
その結果、育児と仕事の両立という新たな道が開かれていきます！ 
 
【締め】 
私の母が越えることができなかった、育児・仕事を両立するという高い壁。 
女性たちがその壁を越えて・・・・ 
その先にある新たな未来に進んで行けることを願って、本弁論を終了させていただきます。 
ご清聴ありがとうございました。 



 


